
　

県
が
十
一
市
町
村
に

特
別
職
を
斡
旋

　

徳
島
県
が
現
職
や
Ｏ

Ｂ
を
副
市
長
や
副
町
長

な
ど
の
特
別
職
に
派
遣

し
て
い
る
県
内
自
治

体
は
十
一
市
町
村
。

内
容
は
別
表
の
通
り

だ
。
市
町
村
が
県
に

派
遣
を
要
望
。
県
が

現
職
、
Ｏ
Ｂ
か
ら
人

選
す
る
。

　

県
で
人
選
を
担
う

の
は
副
知
事
だ
。
六

月
に
瀬
尾
元
政
策
監

の
徳
島
市
副
市
長
就

任
が
決
ま
っ
た
が
、

人
選
し
た
の
は
志
田

副
知
事
。
複
数
Ｏ
Ｂ

に
打
診
し
た
が
固
辞

さ
れ
、
最
後
に
瀬
尾

氏
が
受
諾
し
た
。

　
「
派
遣
特
別
職
」

は
飯
泉
前
県
政
で
既

成
事
実
化
し
た
。
前

知
事
サ
イ
ド
の
狙
い

は
①
Ｏ
Ｂ
の
天
下
り

ポ
ス
ト
の
確
保
②
知

事
選
の
集
票
マ
シ
ン

へ
の
市
町
村
の
組
み

入
れ
‐
の
一
石
二
鳥

だ
っ
た
。

　

市
町
村
は
前
知
事

の
ご
機
嫌
取
り
や

「
恭
順
の
証
」
と
し

て
特
別
職
へ
の
人
材

斡
旋
を
要
望
。
県
が
提
示
し

た
人
材
を
無
条
件
で
受
け

入
れ
た
。市
町
村
は
県
の「
特

別
職
植
民
地
」
の
様
相
を
呈

し
た
。

　

本
籍
は
徳
島
県
、
現
住
所

は
市
町
村
の「
派
遣
特
別
職
」

　

派
遣
側
の
県
と
受
入
れ

側
の
市
町
村
の
思
惑
が
交

錯
す
る
「
派
遣
特
別
職
」。

問
題
は
「
功
」
よ
り
「
罪
」

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
だ
。

最
大
の「
罪
」は「
本
籍
・
県
、

現
住
所
・
市
町
村
」
と
い
う

こ
と
だ
。

　
「
派
遣
特
別
職
」
は
所

詮
派
遣
の
身
。
基
本
的

に
顔
は
派
遣
先
の
市
町

村
長
よ
り
派
遣
元
の
県

知
事
の
方
を
向
い
て
い

る
。
県
と
市
町
村
の
利

害
が
対
立
し
た
時
、
こ

の
「
罪
」
は
発
現
す
る
。

　

象
徴
事
例
が
徳
島
市

の
豊
井
副
市
長
（
当
時
）

だ
。
文
化
セ
ン
タ
ー
跡

地
の
県
有
地
無
償
貸
与

を
め
ぐ
り
協
定
書
作
成

を
進
言
し
た
市
幹
部
に

対
し
、「
知
事
の
言
う
こ

と
を
信
じ
ら
れ
な
い
の

か
」
と
取
り
合
わ
な
か
っ

た
。

　

飯
泉
前
知
事
は
そ
の

後
「
無
償
貸
与
は
約
束

し
て
い
な
い
」
と
言
い

出
し
た
。
用
地
問
題
が

こ
じ
れ
た
徳
島
市
の

ホ
ー
ル
計
画
は
暗
礁
に

乗
り
上
げ
、
建
設
業
者

も
内
定
し
て
い
た
が
、

幻
の
計
画
に
な
っ
た
。

　

豊
井
副
市
長
は
そ
の

後
引
責
辞
任
し
た
が
、

同
副
市
長
が
「
徳
島
市

フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
立
場

を
鮮
明
に
し
、
無
償
貸

与
の
協
定
書
を
締
結
し
て

い
た
ら
、
徳
島
市
の
ホ
ー
ル

計
画
は
前
に
進
ん
で
い
た

は
ず
だ
。

　

士
気
低
下
す
る
プ
ロ

パ
ー
職
員
、
指
摘
さ
れ

る
弊
害

　
「
派
遣
特
別
職
」
の
弊

害
の
一
つ
は
、
市
町
村

職
員
の
志
気
低
下
だ
。

副
市
長
や
副
町
長
ポ
ス

ト
は
プ
ロ
パ
ー
職
員
の

最
終
目
標
。
そ
れ
を
県

職
員
や
Ｏ
Ｂ
に
独
占
さ

れ
た
ら
、
や
る
気
を
失

く
す
だ
け
だ
。

　

市
町
村
長
に
す
れ
ば
、

「
派
遣
特
別
職
」
に
は
野

心
が
な
く
足
元
を
掬
わ

れ
な
い
と
い
う
安
心
感

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
人
材
育
成
や
職

員
の
や
る
気
創
出
と
い

う
公
益
目
的
に
は
マ
イ

ナ
ス
だ
。

　

派
遣
さ
れ
た
県
職

員
も
肩
身
が
狭
い
。

県
も
エ
ー
ス
級
を
派

遣
す
る
わ
け
が
な
く
、

派
遣
職
員
に
は
「
飛

ば
さ
れ
た
」
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
付
き
纏
う
。

お
客
様
扱
い
さ
れ
て
、

居
心
地
も
悪
い
は
ず
だ
。

　
「
地
方
自
治
に
反
す
る
」、

浮
上
す
る
無
用
論

　

後
藤
田
知
事
は
「
派
遣

特
別
職
」
に
つ
い
て
、「
市

町
村
の
要
望
に
対
応
し
て

い
る
。
交
流
人
事
だ
」
と

強
調
す
る
が
、「
派
遣
特
別

職
」
を
受
け
入
れ
て
い
な

い
首
長
ら
か
ら
は
無
用
論

が
浮
上
す
る
。

　
「
そ
ん
な
の
要
り
ま
せ

ん
。
プ
ロ
パ
ー
職
員
で
対

応
で
き
ま
す
。
県
か
ら
派

遣
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
情

報
が
吸
い
上
げ
ら
れ
て
県

の
監
視
下
に
置
か
れ
る
だ

け
。
地
方
自
治
の
趣
旨
に

も
反
し
ま
す
」。

　

首
長
Ｏ
Ｂ
は
「
そ
も
そ

も
県
を
相
手
に
す
る
の
が

間
違
い
。
首
長
は
東
京
に

ど
ん
ど
ん
営
業
に
行
き
、

予
算
を
引
っ
張
っ
て
く
る

べ
き
。
役
場
の
運
営
は
プ

ロ
パ
ー
の
副
町
長
に
ま
か

せ
て
お
け
ば
い
い
」。

　

外
郭
団
体
に
も
約
百

人
派
遣
、
問
わ
れ
る
本

業
専
念

　

県
は
特
別
職
だ
け
で

な
く
市
町
村
の
一
般
職
に

も
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

交
流
人
事
の
一
環
だ
が
、

派
遣
職
員
の
立
場
は
特
別

職
と
同
じ
。
お
客
様
扱
い

さ
れ
て
県
庁
に
帰
る
日
を

待
ち
わ
び
て
い
る
は
ず
だ
。

　

県
は
市
町
村
だ
け
で
な

く
、
行
政
連
携
団
体
や
各

種
団
体
に
も
職
員
を
派
遣

し
て
い
る
。
派
遣
職
員
数

は
令
和
六
年
度
で
九
十
七

人
。
百
人
規
模
の
県
職
員

が
本
業
以
外
の
仕
事
に
従

事
し
て
い
る
。

　

派
遣
先
は
徳
島
大
学
、

文
化
振
興
財
団
、
遺
族
会
、

日
本
赤
十
字
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
観
光
協
会
、

森
林
組
合
連
合
会
、
土
地

開
発
公
社
、
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
、
物
産
協
会
な

ど
五
十
八
団
体
。

　

最
大
の
八
人
を
派
遣
し

て
い
る
の
は
公
益
財
団
法

人
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
。
建
設
関
係
の
講
習
、

下
水
道
や
公
園
管
理
を
行

う
が
、
民
間
に
仕
事
を
丸

投
げ
す
る
ト
ン
ネ
ル
機
関

の
色
彩
が
強
い
。

　

団
体
等
へ
の
派
遣
職
員

数
は
令
和
四
年
度
（
一

一
四
人
）
と
比
べ
る
と

減
っ
て
い
る
が
、
派
遣

さ
れ
た
職
員
の
中
に
は

「
こ
れ
は
県
職
員
の
や

る
仕
事
か
」
と
不
本
意

な
思
い
を
抱
い
て
い
る

者
も
い
る
の
で
は
。

　

知
事
選
で
「
県
民
の

顔
色
を
見
る
県
庁
組

織
」
を
強
調
し
た
後
藤

田
知
事
。「
外
部
派
遣
」

と
い
う
前
県
政
の
負
の

遺
産
を
清
算
し
、
職
員

を
県
庁
に
呼
び
戻
し
公

務
員
と
し
て
の
本
業
に

専
念
さ
せ
る
べ
き
だ
。

　

二
億
円
の
利
用
価
値
は
あ
る

の
か
。
徳
島
県
と
二
十
四
市
町

村
が
共
同
運
用
す
る
電
子
自
治

体
だ
。
ス
タ
ー
ト
当
時
は
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
喧

伝
さ
れ
た
が
、
実
態
は
お
寒
い

状
態
だ
。

　

約
二
十
年
前
の
導
入
当
時

は
、
様
々
な
行
政
手
続
き
が

「
在
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
で
き
る
」
と
強
調

さ
れ
た
が
、
現
在
住
民
に
活

用
さ
れ
て
い
る
行
政
手
続
き

は
極
め
て
少
な
い
。

　

徳
島
市
は
、
ふ
れ
あ
い
健
康

館
の
講
座
申
込
み
、
児
童
手
当

関
連
の
手
続
き
、
消
防
局
の
点

検
報
告
、
水
道
の
使
用
開
始
申

込
み
、
粗
大
ご
み
収
集
の
申
込

み
、「
広
報
と
く
し
ま
」
の
送

付
申
込
み
な
ど
。

　

鳴
門
市
は
、
臨
時
職
員
の
採

用
試
験
申
込
み
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
付
申
込
み
、
犬
の
登

録
申
請
・
死
亡
届
け
、
市
営
住

宅
の
補
修
申
請
、
国
保
の
資
格

喪
失
手
続
き
、「
な
る
と
第
九
」

へ
の
寄
付

申
込
み
な

ど
。

　

小
松
島

市
は
、
み

な
と
コ
ス

プ
レ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ

ル
の
コ
ス

プ

レ

イ

ヤ
ー
募
集
、

「
こ
ま
ぽ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」
ア
カ

ウ
ン
ト
削
除
申
請
、
市
内
業
者

対
象
の
物
品
購
入
等
指
名
競
争

入
札
の
参
加
資
格
申
請
な
ど
。

　

電
子
自
治
体
で
申
込
み
が
で

き
る
行
政
手
続
き
メ
ニ
ュ
ー

は
、
各
自
治
体
が
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
利
用
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
数
が
少
な
く
、
県
民
に

有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。

　

徳
島
市
の
令
和
五
年
度
の
利

用
実
績
は
、
ふ
れ
あ
い
健
康
館

の
講
座
申
込
み
が
二
九
七
手
続

き
で
一
、
五
二
六
件
、
そ
の
他

九
十
七
手
続
き
の
申
込
み
が
三

万
七
、
九
二
四
件
。
一
日
平
均

一
八
八
件
だ
。

　

こ
の
電
子
自
治
体
の
運
用
に

投
入
さ
れ
る
公
費
は
年
間
約
二

億
円
。
各
自
治
体
が
負
担
す
る
。

内
訳
は
徳
島
県
が
八
、
四
五
八

万
円
、
二
十
四
市
町
村
が
総
額

一
億
二
、
二
一
三
万
円
（
令
和

四
年
度
）。

　

電
子
自
治
体
を
運
営
す
る
の

は
、
県
が
出
資
し
て
設
立
し
た

公
益
財
団
法
人
・
ｅ
‐
と
く
し

ま
推
進
財
団
。
県
や
市
町
村
か

ら
委
託
を
受
け
て
運
営
す
る
。

運
営
経
費
は
県
や
市
町
村
が
負

担
し
た
約
二
億
円
だ
。

　

ｅ
‐
と
く
し
ま
推
進
財
団
の

年
間
収
入
は
二
億
六
千
万
円
。

そ
の
う
ち
二
億
円
は
電
子
自
治

体
の
た
め
に
県
や
市
町
村
が
拠

出
し
た
公
金
。
財
団
は
電
子
自

治
体
運
営
の
た
め
に
存
在
す
る

公
益
法
人
と
言
え
る
。

　

電
子
自
治
体
の
運
営
を
メ
イ

ン
業
務
と
す
る
財
団
だ
が
、
実

際
の
シ
ス
テ
ム
運
用
は
大
手
Ｉ

Ｔ
企
業
へ
の
丸
投
げ
だ
。
現
在

の
委
託
業
者
は
㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

テ
ィ
・
デ
ー
タ
四
国
だ
。

　

年
間
二
億
円
の
公
金
が
使
わ

れ
て
い
る
電
子
自
治
体
。
有
効

活
用
す
る
た
め
に
、
シ
ス
テ
ム

運
用
や
財
団
運
営
を
見
直
す
べ

き
だ
。
現
在
の
ま
ま
で
は
シ
ス

テ
ム
運
用
受
託
の
Ｉ
Ｔ
企
業
を

儲
け
さ
せ
る
だ
け
だ
。

　

財
団
は
解
体
す
べ
き
だ
。
仕

事
を
民
間
に
丸
投
げ
す
る
だ
け

の
ト
ン
ネ
ル
機
関
は
不
要
だ
。

財
団
派
遣
の
県
職
員
を
呼
び
戻

し
県
庁
で
仕
事
を
さ
せ
る
べ
き

だ
。
シ
ス
テ
ム
運
用
は
県
が
Ｉ

Ｔ
企
業
に
委
託
す
れ
ば
い
い
。

　

シ
ス
テ
ム
運
用
で
は
各
市
町

村
が
申
請
で
き
る
手
続
き
メ

ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
増
や
し
、

住
民
に
シ
ス
テ
ム
利
用
を
呼
び

掛
け
る
べ
き
だ
。
有
効
活
用
し

な
い
と
、
年
間
二
億
円
が
も
っ

た
い
な
い
。

　

住
民
票
の
申
請
な
ど
住
民

ニ
ー
ズ
の
高
い
手
続
き
が
で
き

ず
、
当
初
か
ら
「
看
板
倒
れ
」

と
言
わ
れ
た
電
子
自
治
体
。
ス

マ
ホ
時
代
に
対
応
し
た
利
用
度

ア
ッ
プ
策
を
各
自
治
体
が
打
ち

出
す
べ
き
だ
。
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徳
島
県
の
プ
レ
ミ
ア
ム
食
事
券
事
務
局
業
務
を
県
商
工
労
働
部
か
ら
受
託
し
、
虚
偽
報
告
が
バ
レ
た
ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
。
事
務
局
経
費
は
契
約
変
更
で
一
億
五
千
万
円
に
増
額
さ
れ
た
が
、
業
者
選
定
で
落
選
し
た
ミ
ッ
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
一
億
三
千
万
円
の
経
費
を
提
案
し
て
い
た
。

民
事
裁
判
で
専
務
を
し
て
い
た
㈱
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
シ
ス
ト
社
の
薬
剤
師
法
違
反
を
暴
露
し
、
自
ら
の
関
与
も
疑
問
を
呼
ぶ
伊
勢
佐
百
合
県
薬
剤
師
会
副
会
長
。
七
月
二
十
一
日
に
Ｆ
Ｍ
徳
島
主
催
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
予
定
。
テ
ー
マ
は
「
健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
局
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
」。

　
「
燃
料
が
調
達
で
き
な

い
」、
相
次
ぐ
就
航
断
念

　

今
年
に
入
り
自
治
体
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に
冷
や

水
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。
広
島

空
港
で
は
国
際
便
が
一
部
運

休
。
帯
広
空
港
で
は
予
定
さ

れ
て
い
た
大
韓
航
空
な
ど
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
計
画
が
白
紙

に
な
っ
た
。

　

原
因
は
航
空
機
の
燃
料
が

調
達
で
き
な
い
か
ら
だ
。
日

本
の
各
空
港
に
着
陸
し
た
国

際
便
は
、
各
空
港
で
復
路
の

燃
料
を
補
給
す
る
。
燃
料
を

調
達
で
き
な
け
れ
ば
、
日
本

か
ら
飛
び
立
て
な
い
。

　

航
空
機
の
燃
料
は
灯

油
に
近
い
ジ
ェ
ッ
ト
燃

料
油
。
出
光
や
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
、
コ
ス
モ
な
ど
の

大
手
石
油
会
社
が
各
航

空
会
社
に
販
売
す
る
。

大
手
石
油
会
社
が
い
ま
、

外
国
航
空
会
社
に
燃
料

供
給
を
渋
っ
て
い
る
。

　
「
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

の
運
転
者
が
い
な
い
」、

背
景
に
二
〇
二
四
年
問

題
　

最
大
の
原
因
は
二
〇

二
四
年
問
題
だ
。
燃
料

は
製
油
所
か
ら
船
で
油

槽
所
へ
、
油
槽
所
か
ら

は
タ
ン
ク
車
で
各
空
港

へ
輸
送
さ
れ
る
。
空
港

に
は
貯
蔵
タ
ン
ク
が
あ

り
、
小
型
タ
ン
ク
車
で

飛
行
機
に
給
油
す
る
。

　

必
要
な
マ
ン
パ
ワ
ー

は
船
員
と
タ
ン
ク
車
の

乗
務
員
、
空
港
で
の
給
油

要
員
。
こ
れ
ら
の
人
材
が

残
業
を
制
限
す
る
働
き
方

改
革
、
い
わ
ゆ
る
二
〇
二

四
年
問
題
の
直
撃
を
受

け
、
不
足
し
て
い
る
。

　

 

船
員
や
運
転
手
、
給

油
担
当
者
な
ど
の
マ
ン

パ
ワ
ー
が
足
り
な

い
か
ら
新
規
の
燃

料
需
要
に
対
応
で

き
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
働
き
方
改

革
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
戦
略
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

海
外
の
航
空
会

社
へ
の
不
安
感
も

あ
る
。「
燃
料
供
給

を
約
束
し
て
も
、

自
己
都
合
で
ド
タ

キ
ャ
ン
さ
れ
る
の

で
は
」
と
の
懸
念

だ
。
チ
ャ
イ
ナ
リ

ス
ク
と
い
う
言
葉

に
象
徴
さ
れ
る
行

儀
の
悪
さ
へ
の
警

戒
感
だ
。

　

徳
島
県
も
か
つ

て
湖
南
チ
ャ
ー

タ
ー
便
で
チ
ャ
イ

ナ
リ
ス
ク
を
実
感

し
た
。
湖
南
サ
イ
ド
か

ら
突
然
運
行
中
止
を
通

告
さ
れ
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
準
備
し
て
い
た
受
入
れ

体
制
が
水
泡
に
帰
し
た
。

　

国
際
便
誘
致
へ
知
事
が
ト

ツ
プ
セ
ー
ル
ス
、
徳
島
県

　

徳
島
県
も
現
在
、
国
際
便

誘
致
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦

略
を
進
め
て
い
る
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
タ
イ
、
韓
国
、

台
湾
、
香
港
。
後
藤
田
知

事
が
タ
イ
や
韓
国
を
訪

問
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
て
い
る
。

　

後
藤
田
知
事
は
六
月

県
議
会
で
県
議
の
質
問

に
対
し
、
韓
国
か
ら
の

定
期
便
開
設
に
「
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
る
」

と
表
明
。
香
港
か
ら
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
「
最

終
調
整
を
行
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

香
港
と
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
は
七
月
に
就
航

が
正
式
に
決
ま
っ
た
。

七
月
十
八
日
か
ら
八
月

十
二
日
の
間
に
六
往
復

す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
航
空
機
へ
の
燃
料

供
給
問
題
は
ク
リ
ア
し

て
い
る
の
か
。

　

香
港
が
動
き
出
し
た
徳
島

県
の
国
際
便
誘
致
。
懸
案
の

燃
料
調
達
問
題
に
つ
い
て
は

「
官
民
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が

立
ち
上
が
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
動
き
を
注
視

し
て
い
る
」（
次
世
代
交

通
課
）
と
の
こ
と
だ
。

　

問
題
解
決
に
動
き
だ

し
た
官
民
の
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス

　

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
や

国
交
省
が
立
ち
上
げ
た

「
航
空
燃
料
供
給
不
足
へ

の
対
応
に
向
け
た
官
民

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」。
航

空
会
社
や
石
油
会
社
、

空
港
の
運
営
会
社
ら
が

メ
ン
バ
ー
だ
。

　

こ
れ
ま
で
二
回
協
議

し
、
六
月
二
十
六
日

に
は
燃
料
の
安
定
供

給
対
策
と
し
て
、
船

員
や
タ
ン
ク
車
乗
務

員
、
給
油
作
業
員
の

確
保
と
そ
れ
に
向
け

た
国
の
支
援
や
対
策

な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
を
決
め
た
。

　

燃
料
調
達
の
二
〇
二
四
年

問
題
対
策
に
官
民
で
乗
り
出

し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
問

題
は
徳
島
県
が
燃
料
調
達
対

策
も
含
め
、
過
熱
す
る
自
治

体
間
の
国
際
便
誘
致
合
戦
で

い
か
に
勝
ち
残
る
か
と

い
う
こ
と
だ
。

　

問
わ
れ
る
の
は
外
国

の
航
空
会
社
と
石
油
会

社
な
ど
国
内
の
関
連
機

関
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
戦

略
だ
。
ベ
ー
ス
に
な
る

の
が
航
空
会
社
の
確
実

な
就
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

だ
。

　

航
空
機
の
燃
料
は

ピ
ー
ク
時
に
比
べ
減
産

さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

る
が
、
新
規
顧
客
に
供

給
で
き
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
ポ
イ
ン
ト
は「
い

か
に
安
定
需
要
が
見
込

め
る
か
」
と
い
う
顧
客

の
信
頼
性
だ
。

　

安
定
需
要
が
見
込
め

る
優
良
顧
客

な
ら
、
逼
迫

し
た
人
員
を

や
り
く
り
し

て
、
燃
料
を

優
先
供
給
す

る
は
ず
だ
。
い
つ

ド
タ
キ
ャ
ン
さ
れ

る
か
わ
か
ら
な
い

「
不
良
顧
客
」
は

後
回
し
に
さ
れ
る
だ
け
だ
。

　

問
わ
れ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

戦
略
、
誘
致
合
戦
で
勝
ち
残

れ
る
か

 　

徳
島
県
が
や
る
べ
き
こ

と
は
、
誘
致
対
象
の
外
国

の
航
空
会
社
を
「
優
良
顧

客
」
に
仕
立
て
て
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
や
石
油
会

社
に
売
り
込
む
こ
と
だ
。

「
優
良
顧
客
」
な
ら
官
民
と

も
に
大
歓
迎
だ
。

　

各
自
治
体
が
切
磋
琢
磨

す
る
国
際
便
の
誘
致
合
戦
。

燃
料
供
給
問
題
と
い
う
逆

風
が
吹
く
が
、
勝
負
の
決

め
手
は
航
空
会
社
を
優
良

顧
客
に
仕
立
て
て
石
油
会

社
等
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
ブ
ロ
デ
ュ
ー
ス
戦
略
だ
。

　

記
念
オ
ケ
や
あ
す
た
む
ら
ん
ど
で

莫
大
な
売
上
げ

　

モ
ウ
ブ
は
徳
島
市
、
ネ
オ
ビ
エ
ン

ト
は
北
島
町
の
イ
ベ
ン
ト
企
業
。
五

期
二
十
年
の
飯
泉
前
県
政
で
、
イ
ベ

ン
ト
運
営
や
公
共
施
設
の
指
定
管
理

業
務
に
相
次
ぎ
参
入
。
既
得
権
益
を

築
い
て
い
っ
た
。

　

モ
ウ
ブ
は
記
念
オ
ケ
事
業
で
演
奏

会
運
営
を
独
占
し
た
。
飯
泉
前
知
事

懇
意
の
女
性
が
経
営
す
る
企
業
を
下

請
け
に
使
い
、
前
知
事
と
女
性
社
長

の
イ
ベ
ン
ト
私
物
化
に
加
担
し
た
。

約
十
億
円
を
売
り
上
げ
た
。

　

ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
は
あ
す
た
む
ら
ん

ど
や
渦
の
道
の
管
理
業
務
を
独
占
。

プ
レ
ミ
ア
ム
食
事
券
な
ど
の
事
務
局

業
務
に
も
参
入
し
た
。
あ
す
た
む
ら

ん
ど
の
指
定
管
理
業
務
で
は
十
八
年

間
で
百
八
億
円
を
も
ら
っ
た
。

　
　
県
サ
イ
ド
と
癒
着
、
黙
認
さ
れ
た

不
正
行
為

　

両
社
が
県
の
公
共
事
業
で
既
得

権
益
を
拡
大
し
た
背
景
に
は
、
前

知
事
や
県
職
員
と
の
癒
着
が
あ
っ

た
。
ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
の
藍
原
社
長
は

前
知
事
の
支
援
者
。

選
挙
前
は
料
理
店

で
前
知
事
支
援
の

宴
会
を
開
い
た
。

　

モ
ウ
ブ
の
山
口

社
長
は
、
記
念
オ

ケ
や
藍
染
イ
ベ
ン

ト
で
県
の
担
当
職

員
と
癒
着
。
前
知

事
懇
意
の
女
性
社

長
に
仕
事
を
流
し
た
。
県
職
員

と
大
阪
に
出
張
、
ラ
ブ
ド
ー
ル

を
調
達
し
た
。

　

癒
着
関
係
は
様
々
な
不
正
と

不
利
益
を
生
ん
だ
。
記
念
オ
ケ

で
は
県
政
策
参
与
だ
っ
た
女
性

社
長
の
言
い
な
り
で
経
費
を

ア
ッ
プ
。
事
業
と
関
係
な
い
政

策
参
与
の
報
償
費
を
も
ぐ
り
こ

ま
せ
て
支
払
っ
た
。

　

あ
す
た
む
ら
ん
ど
で
は
ネ
オ

ビ
エ
ン
ト
に
払
う
指
定
管
理
料

を
一
年
で
増
額
。
渦
の
道
で
は

ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
の
利
益
過
少
報

告
を
黙
認
。
経
費
縮
減
を
目
的

と
す
る
指
定
管
理
者
制
度
の
形

骸
化
を
招
い
た
。

　

ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
の
経
営
に
参

画
し
て
い
た
モ
ウ
ブ
・
山
口
社
長

　

前
知
事
や
職
員
と
癒
着
し
、
既
得

権
益
を
拡
大
。
不
正
行
為
を
繰
り
返

し
、
県
民
に
不
利
益
を
与
え
た
モ
ウ

ブ
と
ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
。

両
社
は
経
営
的
に
密
接

関
係
に
あ
る
「
同
じ
穴

の
狢
」
だ
っ
た
。

　

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
モ

ウ
ブ
の
山
口
武
治
社

長
。
平
成
十
八
年
か
ら

二
十
一
年
ま
で
ネ
オ
ビ

エ
ン
ト
の
取
締
役
を
務

め
、
そ
の
後
は
監
査
役

に
就
任
。
ネ
オ
ビ
エ

ン
ト
の
企
業
経
営
に
参

画
。
睨
み
を
利
か
し
た
。　

　

山
口
社
長
は
ネ
オ
ビ
エ
ン

ト
が
毎
年
行
う
経
営
指
針
発

表
会
に
も
出
席
。
記
念
撮
影

で
も
最
前
列
に
並
ん
だ
。
名

前
だ
け
の
取
締
役
や
監
査
役

で
は
な
く
、
実
質
的
に
ネ
オ

ビ
エ
ン
ト
の
経
営
ス
タ
ッ
フ

だ
っ
た
。

　
飯
泉
県
政
が
終
焉
、
県
庁

内
に
既
得
権
益
見
直
し
の
動

き
　

飯
泉
前
県
政
で
「
我
が

世
の
春
」
を
謳
歌
し
た
モ

ウ
ブ
と
ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
だ

が
、
飯
泉
前
知
事
の
落
選

で
潮
目
が
変
わ
っ
た
。
モ

ウ
ブ
と
癒
着
し
て
い
た
県

職
員
は
不
正
が
暴
か
れ
、

懲
戒
免
職
さ
れ
た
。

　

ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
が
独
占
す

る
あ
す
た
む
ら
ん
ど
や
渦
の

道
な
ど
の
県
有
施
設
の
指
定

管
理
業
務
も
、
県
庁
内
部
で

公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る

業
者
選
定
の
あ
り
方
を
見
直

す
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

モ
ウ
ブ
が
音
響
担
当
を
常

駐
さ
せ
て
い
る
ア
ス
テ
ィ
と

く
し
ま
で
も
、「
ア
ス
テ
ィ
を

会
場
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
運
営

の
委
託
業
務
が
モ
ウ
ブ
に
集

中
し
て
い
る
」
と
問
題

視
す
る
声
が
起
こ
っ
て

い
る
。

　

過
去
の
不
正
が
暴
か
れ
、

既
得
権
益
見
直
し
の
逆
風

に
晒
さ
れ
る
モ
ウ
ブ
・
ネ

オ
ビ
エ
ン
ト
の
連
合
企
業
。

潮
目
の
変
化
を
感
じ
取
っ

た
の
か
、
内
部
か
ら
も
経

営
陣
刷
新
の
動
き
が
起

こ
っ
て
い
る
。

　

ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
は
今
年

六
月
十
三
日
、
取
締
役
の

南
栄
治
氏
が
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
。
会
社
の
顔

が
代
わ
っ
た
。
藍
原
社
長

は
代
表
取
締
役
会
長
に
な

り
、
神
戸
営
業
所
に
活
動

の
拠
点
を
移
し
た
。

　

モ
ウ
ブ
の
山
口
社
長
も

今
年
六
月
十
三
日
、
ネ
オ
ビ
エ

ン
ト
の
監
査
役
を
辞
任
。
長
年
、

取
締
役
や
監
査
役
と
し
て
経
営

の
一
翼
を
担
っ
た
ネ
オ
ビ
エ
ン

ト
と
登
記
上
は
関
係
を
絶
っ
た
。

　

藍
原
会
長
、
山
口
監
査
役
が

経
営
現
場
か
ら
姿
を
隠
し
た
ネ

オ
ビ
エ
ン
ト
。
表
面
的
に
は
経

営
刷
新
の
動
き
だ
が
、
実
質
的

に
は
藍
原
会
長
の
院
政
だ
。
問

わ
れ
る
の
は
同
社
が
囲
い
こ
ん

だ
既
得
権
益
の
解
体
だ
。

　

同
社
が
参
入
し
て
い
る
の
は

県
だ
け
で
は
な
い
。
鳴
門
市
で

は
駅
前
観
光
案
内
所
や
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
場
の
案
内
業
務
を
受
託

し
て
い
る
。
県
で
発
覚
し
た
不

正
行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
、

各
自
治
体
も
「
疑
惑
企
業
」
を

チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
だ
。

豊井理事

山口社長

藍原社長

▲国際線受入れのため、１８億円の設備投資を行った徳島阿波　　
おどり空港。　　　　　　

▲空港敷地内にある燃料タンク。出光興産が
航空会社と契約し、燃料を提供する。

▲徳島市の電子申請メニュー。
住民票は別システムのため申請
できない。

　
　
　

徳
島
県
が
進
め
る
国
際
線
誘
致
戦
略
に
逆
風
だ
。ハ
ー
ド
ル
は
航
空
機
の
燃
料
問
題
。「
燃

料
が
調
達
で
き
な
い
」
と
し
て
、
広
島
や
北
海
道
で
は
国
際
便
の
増
便
や
新
規
就
航
が
断

念
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
背
景
に
あ
る
の
は
二
〇
二
四
年
問
題
と
外
国
の
航
空
会
社
へ

の
不
信
感
だ
。
タ
イ
や
韓
国
、
台
湾
、
香
港
に
誘
致
攻
勢
を
か
け
る
徳
島
県
。
香
港
と
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
就
航
は
決
ま
っ
た
が
、
燃
料
の
供
給
は
大
丈
夫
な
の
か
。
航
空
会
社
と

石
油
会
社
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
戦
略
が
問
わ
れ
て
い
る
。

No.123　

大
阪
ミ
ナ
ミ
の
な
ん
ば

パ
ー
ク
ス
で
出
会
っ
た
街

角
美
人
。
イ
タ
リ
ア
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
で
知
ら
れ
る

「
ヴ
ェ
ン
キ
・
ジ
ャ
パ
ン
」

の
ス
タ
ッ
フ
だ
。

　

話
を
聞
く
と
、
母
親
が

日
本
人
で
、
父
親
が
ア
メ

リ
カ
人
。
流
暢
な
日
本
語

で
接
客
し
て
く
れ
た
。
店

は
オ
ー
プ
ン
し
て
一
年

半
。「
お
勧
め
は
こ
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
で
す
」。
艶
や

か
な
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い
。

▲ネオビエントの経営指針発表会の写真撮影で最前列に座る
　藍原社長（左）と山口監査役。　

　

県
内
市
町
村
に
は
人
材
が
い
な
い
の
か
。
県
内
二
十
四
市

町
村
の
う
ち
、
県
か
ら
の
「
派
遣
特
別
職
」
を
受
け
入
れ
て

い
る
の
は
十
一
市
町
村
。
地
方
自
治
に
逆
行
す
る
県
依
存
行

政
が
続
い
て
い
る
。
後
藤
田
知
事
は
「
市
町
村
の
要
望
に
対

応
し
て
い
る
。
人
事
交
流
だ
」と
の
見
解
だ
が
、「
派
遣
特
別
職
」

に
は
「
功
」
よ
り
「
罪
」
が
大
き
い
。「
派
遣
特
別
職
」
を
受

け
入
れ
て
い
な
い
自
治
体
関
係
者
か
ら
は
「
そ
ん
な
の
要
る

わ
け
が
な
い
」
と
無
用
論
が
浮
上
す
る
。

　
「
記
念
オ
ケ
」
の
モ
ウ
ブ
と
「
あ
す
た
む
ら
ん
ど
」
の
ネ
オ

ビ
エ
ン
ト
は
、
類
は
友
を
呼
ぶ
関
係
だ
っ
た
？
！
。
飯
泉
前
県

政
で
イ
ベ
ン
ト
利
権
を
囲
い
込
ん
だ
モ
ウ
ブ
と
ネ
オ
ビ
エ
ン

ト
。
県
職
員
と
ズ
ブ
ズ
ブ
の
癒
着
関
係
を
構
築
。
既
得
権
益
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。
両
社
の
接
点
は
モ
ウ
ブ
の
山
口
社
長
。
ネ

オ
ビ
エ
ン
ト
の
取
締
役
や
監
査
役
を
兼
任
。
ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
の

経
営
に
も
参
画
し
て
い
た
。
飯
泉
前
県
政
で
イ
ベ
ン
ト
利
権
を

貪
っ
た
両
社
は
「
同
じ
穴
の
狢
」
だ
っ
た
。

▲日米ハーフのスタッフ。


